


































































































































本調査の対象は、谷崎潤一郎の『痴人の愛』である。『痴人の愛』は、1924 年 3 月
から『大阪朝日新聞』に連載、6 月から 10 月までいったん中断したが、後半は『女性』



































































































使われている例が 33 例あった。残りの 2 例は「けれど…」で文が終わっていた。その
他、後続文は完結していない例、後続文がない例が 3 例あった。33 例中、「わ」で会話
文が終わる例が 19 例、「よ／のよ」で終る例が 11 例、「の」で終る例が 3 例であった。
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資料 1：「痴人の愛」応答表現用例 * 資料中、女性発話に現れる終助詞「わ」「よ / のよ」「の」
を太字で示した。
発話者：ナオミ（女）
頁 行 発話の相手 性別 先行文
応答
表現 応答表現＋後続文
12 12 譲治 M そのくせ私が誘うときは決して「いや」とは言いませんでした。 ええ
「ええ。行ってもいいわ」と、素直に答えて、
何処へでも附いて行くのでした。
14 10 譲治 M 「ナオミちゃん、お前おなかが減ってやしないか？」 ええ
減っていると時は遠慮なく「ええ」と云うの
が常でした。
16 16 譲治 M 「御免よ、ナオミちゃん、大分長いこと待っただろう」 ええ「ええ、待ったわ」





19 4 譲治 M 「じゃあナオミちゃんは、本を読むのが好きなんだね」 ええ「ええ、好きだわ」









21 2 譲治 M 「じゃ、奉公を止めると云うのかい ?」 ええ「ええ、止めるわ」
30 7 譲治 M 「ナオミちゃん、もう起きたかい」と、私が云います ええ
「ええ、起きてるわ、今もう何時？」と、彼女
が応じます。
30 12 譲治 M 「じゃ仕方がない、炊いてやろうか。面倒だからそれともパンで済ましとこうか」 ええ
「ええ、いいわ、だけど譲治さんは随分ずるい
わ」
35 4 譲治 M 「じゃ、別に淋しくはなかったろうね」 ええ「ええ、別に淋しいことなんかなかったけれど、………」
36 15 譲治 M 「内の評判はどうだったい、見立てが上手だとか云わなかったかい」 ええ
「ええ、云ったわ、―悪くはないけれど、あん
まり柄がハイカラ過ぎるッて、―」
37 2 譲治 M 「おッ母さんがそう云うのかい」 ええ「ええ、そう、―内の人たちにゃなんにも分かりゃしないのよ」













87 9 譲治 M 「僕も倶楽部へ這入れるのかい？」 ええ「ええ、誰だって這入れるわ。（後略）」
110 12 譲治 M 「まあちゃんて云うのはこの間のマンドリン倶楽部の男だろう？」 ええ「ええ、そうよ、（後略）」
132 15 譲治 M 「あの女はあれでもお嬢さんなのかね？」 ええ「ええ、そうよ、まるで淫売みたいだけれど、………」
134 5 譲治 M 「へえ、浜田君は綺羅子を知っているのかい？」 ええ「ええ、知っているのよ、あの人はダンスが巧いもんだから、方々で女優と友達になるの」
145 12 譲治 M 「そう云えば何だね、今ピンク色は西洋人と踊っていたようだね」 ええ
「ええ、そうなのよ、それが滑稽じゃあないの、
―」
151 14 菊子 F 「あら、猿を飼っていらっしゃいますの？」 ええ「ええ、飼っておりますの、菊子さんは猿がお好き？」
176 7 譲治 M 「呆れたもんだね、まさに海豹に違いないね」 ええ「ええ、海豹よ、今海豹が氷の上で休んでるところよ。
201 6 譲治 M 「今日も独りで留守番かね？」 ええ「ええ、独りよ、誰も遊びに来なかったわ」









207 11 譲治 M 「しかし、そこがお前の気に入るかどうか見て来ないじゃあ、………」 ええ
「ええ、あたし明日でも行って見て来るわ、そ
してあたしの気に行ったら極めてもいい？」
236 3 譲治 M 「よし！それじゃ飽くまで潔白だと云うんだな？」 ええ「ええ、潔白だわ」
− 30 −
236 5 譲治 M 「お前はそれを誓うんだな！」 ええ「ええ。誓うわ」
275 6 譲治 M 「よし！直ぐに出て行け！」」 ええ「ええ、直ぐ行くわ、―二階へ行って、着替えを持って行っちゃあいけない？」
327 6 譲治 M 「じゃあその鍵を置いて行っておくれ」 ええ「ええ、置いて行くわ」
329 8 譲治 M 「そういつまでもお前の物を置いとく訳には行かないんだから」 ええ「ええ、いいわ、直き取りに来るわ」















362 14 譲治 M 「条件？」 ええ「ええ、そう。別にむずかしい事じゃないの」
366 5 譲治 M 「え、腋の下？」 ええ「ええ、そう、―洋服を着るには腋の下を剃るもんよ、此処が見えたら失礼じゃないの」
















156 15 浜田 Ｍ 「駄目なことがあるもんですか。（中略）ねえ綺羅子さん」 ええ「ええ、………どうぞほんとに」
発話者：菊子（女）
152 1 ナオミ F 「そうして猿でも？」 ええ  「ええ、猿でも」
発話者：譲治（男）






178 12 浜田 M 「どうですか河合さん、ほんとに寝像が悪いですか」 ええ
「ええ、悪いですよ。それも一と通りじゃあり
ませんよ」
246 2 浜田 M 「それじゃ河合さんも、今日は会社をお休みになったんですか」 ええ
「ええ、昨日も休んじまったんです。会社の方
もこの頃は（後略）」
249 2 浜田 M 「（前略）河合さんとナオミさんとは、御親戚というような訳じゃないんですか？」 ええ「ええ、親戚でもなんでもありません。（後略）」
249 6 譲治 M 「そうして今じゃ、結婚なすっていらっしゃるんですね？」 ええ
「ええ、そうなんです。両方の親の許しを得て、
立派に手続きを踏んであるんです。（後略）」
293 4 浜田 M 「あなたは、河合さんですか、あの大森の？」 ええ「ええ、そうですよ、僕は大森の河合ですよ、（後略）」
発話者：浜田（男）
238 9 譲治 M 「裏口だって、錠がおりていた筈だけれど、………」 ええ「ええ、僕は鍵を持っているんです。―」




241 6 譲治 M 「（前略）花壇のところで君がナオミと立ち話をしていたのは？」 ええ
「ええ、そうでした、かれこれちょうど一年に
なります。−」
241 16 譲治 M 「ふん、じゃ、ナオミの方から遊びに来いと云ったんですね？」 ええ
「ええ、そうでした。（中略）もうその時はど
うすることも出来なくなっていたのです」
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244 14 譲治 M 「そんな事を、………そんな事をナオミが云ったんですね？」 ええ
「ええ、云いました。近いうちにあなたに話し
て、僕と夫婦になれるようにするから（後略）」
252 3 譲治 M 「どうか、浜田君、これから後も君だけは遊びに来てください。（後略）」 ええ
「ええ、だけれど当分は伺えないかも知れませ
んよ。」
294 8 譲治 Ｍ 「西洋人が？………」 ええ「ええ、そうですよ、そうして大そう立派な洋服を着ていましたよ」





302 2 譲治 Ｍ 「（前略）　分りましたか？」 ええ「ええ、分ることは分りましたが、………（後略）」
303 13 譲治 Ｍ 「それじゃ、あの日に又彼処へ行ったんですか」 ええ「ええ、そうだって云うんですよ。（後略）」
310 12 譲治 Ｍ 「（前略）　川崎の方へ行って見ましょうか」 ええ「ええ、いいでしょう、それなら一番安全です」
315 2 譲治 Ｍ 「するとあの時の連中は、一人残らず？―」 ええ「ええ、そうですよ、（後略）」








Aspect of the Responsive Expression, “ee” through Literature:
A Reading of “Chijin no Ai” by Junichiro Tanizaki
Yasuko KANAYAMA, Rica NINOMIYA
This research examines the gender differences regarding the response “ee” and its 
characteristics as uttered by women throughout the novel “Chijin no ai” written by Junichiro 
Tanizaki.
The results show that “ee” uttered by women is used in both everyday conversations and 
formal conversations, whereas “ee” uttered by men is limited to the latter. Moreover, “ee” uttered 
by women is often followed by sentence-final particles, “wa,” “no/noyo,” and “no,” which carry 
out the function of a feminine role language. This relationship between “ee” and these particles 
indicates that “ee” may function as a role language.
